
東京都公立学校教員採用セミナー
２０２３

TOKYO教育Festa！
時間講師の紹介

令和５年10月１５日（日）

東京都教育庁人事部職員課講師等任用担当



３つの業務のみ担当し、校務分掌業務を担当しない

●授業 ●授業の実施に付随する業務 ●研修

「時間講師」ってなに？



（例）

● 児童・生徒の提出物の点検

● 定期考査の採点業務

● 成績会議への出席

● 他の教職員との打合せ等

※ 校務分掌業務や部活動指導等は含まれない

「授業の実施に付随する業務」ってなに？



● １時間単位で働く

● 50分授業の場合、残りの10分は授業準備等

● １日あたり最大８時間以内・１週間あたり最大26時間以内

※ 兼業可

● 最大１年任用され、翌年度以降も任用できるかどうかは

任用事由や学校の状況による

どのくらい働く？



● 時間講師は正規教員等の補充として任用される

（例）

・ 正規教員が病気休暇等により長期間不在となるので授業に穴が空く

⇒ 不在の間、時間講師を任用する（任用事由：病気休暇）

・ 正規教員の育児短時間勤務により授業の不足時間が発生する

⇒ 不足時間分について時間講師を任用する（任用事由：育児短時間勤務）

任用事由ってなに？



経験区分 経験年数 時間額

１ １年未満 1,880円

２ １年以上２年未満 1,950円

３ ２年以上３年未満 2,020円

４ ３年以上４年未満 2,090円

５ ４年以上５年未満 2,160円

６ ５年以上６年未満 2,230円

～ ～ ～

～ ～ ～

16 15年以上16年未満 3,160円

17 16年以上17年未満 3,260円

18 17年以上 3,360円

待遇は？
● 右表参照（令和５年４月１日時点）
※ これまでの職歴（民間・公務員・教員・
非教員問わず）に応じ在職証明書等を審査の上決定）

● 通勤のための報酬：上限2,600円／日

● 期末手当：年２回（６月・12月）
最大１.２月分×２回／年
（令和５年度時点）
※ 任用期間により割合が決定



● 有給：１日～20日

※ 任用期間・勤務日数・在職年数により決定

● 夏季休暇：２日～３日

※ 週当たりの勤務日数により決定

● その他、産休・慶弔休暇等

福利厚生は？



● 時間講師採用候補者名簿に登載されている人から任用される

● 名簿に登載されるためには選考に合格する必要がある

● 選考は通年で実施しており、書類選考により結果が決まる

どうやって時間講師になる？



① 受験申込（電子申請）

② 書類選考（受験申込書及び選考シート）

③ 選考結果通知を発送

※ ①から１か月程度を目途に発送

④ 合格すれば名簿登載（名簿登載期間は合格日から対象年度の3/31まで）

選考の流れは？



● 学校が名簿を見て名簿登載者に直接連絡する

● 採用情報マッチング支援システムを利用して

自分で学校を探す

● 東京都教育支援機構の折衝支援によるマッチング

名簿登載から任用までの流れは？



● 学校が掲載している時間講師の募集案件一覧を閲覧できる

● 希望地区や希望教科、任用期間等、自分の希望する勤務条件

に合う学校を検索することができる

● システム経由で募集案件への応募や問合せができる

● 自分の名簿情報を随時更新できる

採用情報マッチング支援システム
ってなに？



東京都 時間講師 検索
まずはコチラで検索！


